
滋賀交通ビジョン見直し＋新たな税制検討スケジュール（案）
令和７年度以降
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県民との対話
（ＷＥＢシンポジウム会議など）

第
４
回

第
５
回

第
３
回

第
２
回

第
１
回 骨

子
案・骨子案検討

・負担のあり方検討
・目指すべき姿検討

・負担のあり方検討

・素案検討 ・案検討

パブコメ県民アンケート

（分析含む）

● 市町、交通事業者との協議 ● 市町、交通事業者との協議

県民への説明・対話 、議会・市町・経済団体説明など

ビジョン策定
実施計画策定

● 地方税務協議会総会

市町への経過報告・説明

● 常任委員会 ● 常任委員会

検討経過報告

● 9月定例会

・県民、交通事業者、市町アンケート

・県民との対話（R5）のあり方検討

・現状調査

・環境変化の推定

・指標案検討

・事例収集

目指すべき姿の検討

（Ｐ）学生と知事対談

・ギャップ分析

・課題抽出

・施策例検討

・必要費用額推計

・骨子案作成

● ＷＥＢプロモーション

報告書作成目指すべき姿

のビジュアル、

動画作成

提言案の検討

・統計調査整理等

・素案作成

● 契約締結

案作成 冊子作製、印刷

特
別
委

答
申

答
申

第
15
回

第
16
回

審議開催（４～６回程度）
諮
問

・産廃税見直し

・ビジョン策定状況報告・意見聴取

・産廃税見直し

・ビジョン策定状況報告・意見聴取

新税の仕組みを諮問（財源そのものではなく税制について諮問） 【附属機関設置条例】）

「税制度・超過課

税の現状」共通

認識の形成

（税収試算）

参加型税制……納税者である住民が、単に費用を負担するだけではなく、負担を巡る議論を通じて、ともに地域の将来像を描いていく仕組み

・税を巡る議論に多くの住民が参加することにより、その住民との合意形成の過程自体を通じて、住民のニーズを掘り起こしていくとともに、住民にも理解と納得感を持ってもらうことが肝心である。

・住民との対話や熟議を経ることで、その合意形成の過程自体を、地域コミュニティの再生や、ソーシャルキャピタルの再構築につなげていくべき。

税制審議会答申（P5）

資料５-２

審議会開催（産業廃棄物税見直し等）

参加型税制

ビジョン策定の検討状況報告・意見聴取

● ６月定例会 ● 12月定例会議 ● ２月定例会

必要に応じて、常任委員会等へ検討経過等を説明・報告


